
 

洋凧 

 

ね ら い 
ポリ袋と竹ひごの特性を生かし，洋凧を作って，飛ばす活動を通

して，創作の楽しみを味わうとともに，用具の安全な使い方を知る。 

時   間 ２時間３０分 

費   用 ２００円 

対   象 小学生以上 

人   数 ５０人程度 

場 所 創作の館，多目的ホール，プレイホール 

準備・道具 

【参加者が用意する物】 

特になし 

【ふれあいセンターが準備する物】 

・ポリ袋 ・竹ひご ・たこ糸 ・セロテープ ・工作用カッター 

・はさみ ・キリ   ・型板   ・竹尺（１ｍ） 

・カッターマット    ・油性ペン 

展 開 

１ 用具の準備 

２ 集合，人数確認 

３ 作り方の説明，注意事項，用具の配布 

４ 創作開始 

(1) はさみで竹ひごを切り，竹骨を作る。 

(2) ポリ袋を型紙に合わせ，線を引く。 

（ポリ袋の向きに注意する） 

(3) ポリ袋の線に沿ってカッターで切り，本体と鼻部分をセロテ

ープで接着する。 

(4) 本体に竹骨を付ける。 

(5) キリで鼻部分に糸目を開け，たこ糸を取り付ける。 

(6) 油性ペンで本体に絵を描き，洋凧完成！ 

５ 後始末と用具の返却 

６ まとめ（相互鑑賞等） 

７ 解散 

留 意 事 項 

○ 安全面には十分気を付ける。 

・ カッターの取り扱いに注意する。 

・ キリの取り扱いに注意する。 

○ 飛ばしてみて，よく揚がらないときはしっぽを付け，調整する。 

○ 用具等は大切に扱い，元の場所に確実に返却する。 

○ ゴミなどの後始末や研修室の清掃を行う。 

創作・文化活動 
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洋凧 
１ はさみで竹ひごを切り，竹骨を作る。                 ＜道具・材料＞ 

                                   ・ポリ袋 ・竹ひご 

                                   ・たこ糸 ・セロテープ 

                                   ・工作用カッター 

                                   ・カッターマット 

                                   ・はさみ ・キリ 

                                   ・竹尺（１ｍ） 

・油性ペン 

 

２ ポリ袋を型板に合わせ，線を引く。（ポリ袋の向きに注意する） 

  

  

  

  

  

  

３ ポリ袋の線に沿ってカッターで切り，本体と鼻部分をセロテープで接着する。 

 

 

 

 

 

 

   

４ 本体を広げ，鼻が付いていない面に 

竹骨を付ける。      

                                    

  

  

  

  

  

 

 

  

  

  

   

５０㎝２本 

４５㎝２本 

45 ㎝ 

50 ㎝ 

本 体 

しっぽ 鼻 

12cm 

5 鼻の先にキリで糸目を開け，たこ糸を取

り付ける。 

本 体 
セロテープ位置 

本体と鼻が重な

らないように接

着する。 鼻 

鼻 

短い竹ひご 

をはさむ。 

セロテープで

補強後，キリで

糸目を開ける。 

竹ひご 

６ 油性ペンで絵を描き，洋凧完成！ 
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